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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使い捨てのパンツ型のおむつを包装するための包装袋で前記おむつを包装してなるおむ
つ包装体であって、
　前記包装袋の表面には、一又は二以上の生後３ヶ年以上６ヶ年以下である着用対象者の
図が主として表示されるとともに、前記包装袋が空の状態のときに、この包装袋の上部と
されるところの６０～９０％の略長方形の領域に割り当てられている対象者図表示部を備
え、
　当該対象者図表示部は、前記おむつを露出した状態で着用しておらず、かつ、衣服を着
用して起立している前記着用対象者のみを表示するキャラクタ部と、
　前記着用対象者の腰部から股下部の間を横切るように配置され、前記包装袋の前記表面
に表示される文字情報部と、を含み、
　前記キャラクタ部は、前記包装袋の上下方向とされる方向に沿った中心線の付近に配置
され、
　前記着用対象者の頭部から足部までが、前記略長方形の領域の上部から下部にわたって
該中心線に沿うように表示されており、
　前記おむつの着用前の状態における胴回り方向の寸法が１３０～２００ｍｍ、胴回り方
向に垂直な方向の寸法が１８０～２５０ｍｍであるおむつ包装体。
【請求項２】
　前記キャラクタ部は、前記おむつ包装体の陳列状態における前記おむつ包装体の正面と
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なる位置に配置されている請求項１に記載のおむつ包装体。
【請求項３】
　前記包装袋は、上下方向に長い長方形であり、
　前記包装袋の上部における上縁に、帯状の部材の一方の端部と他方の端部を接合して逆
Ｕ字状に設けられた一対の取っ手部をさらに備え、
　前記キャラクタ部の主要部が、前記包装袋の幅方向における前記取っ手部の一方の端部
及び他方の端部の間で、前記包装袋の長手方向に延びるように配置される請求項１又は２
に記載のおむつ包装体。
【請求項４】
　前記対象者図表示部は、前記包装袋の幅方向における一方側及び他方側に、前記包装袋
の長手方向に沿って配置され前記おむつを前記包装袋に充填した際に前記おむつ包装体の
側面に表示される第二の文字情報部をさらに備える請求項１～３のいずれか１項に記載の
おむつ包装体。
【請求項５】
　請求項４記載のおむつ包装体を並べて複数個陳列してなる第一包装体群と、
　前記第一包装体群を構成するおむつより小さいサイズの使い捨てのおむつを包装してな
る第二包装体を複数個陳列した第二包装体群と、を含む、おむつ包装陳列体であって、
　前記第二包装体の表面には、一又は二以上の新生児又は乳児の図が主として表示されて
いる第二対象者図表示部を備えており、
　当該第二対象者図表示部は、前記小さいサイズのおむつを露出した状態で着用している
前記新生児又は乳児を表示する第二キャラクタ部を含み、
　前記第一包装体群と前記第二包装体群とは、上下又は左右に隣接して陳列されている、
おむつ包装陳列体。
【請求項６】
　前記おむつ包装陳列体は、上下に複数段形成された棚に割り当てられて配置されている
請求項５記載のおむつ包装陳列体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨てのおむつを包装するための包装袋に関し、更に詳しくは、生後１０
ヶ月以上の幼児を着用対象者とする、パンツ型のおむつ用包装袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、使い捨ておむつの品質は飛躍的に向上し、乳幼児の多くが使い捨ておむつを着用
している。使い捨ておむつとしては、テープ型とパンツ型の二種類が存在し、テープ型の
使い捨ておむつは、腰周りの二箇所をテープで止めて固定するものであり、比較的低月齢
の乳児を対象としている。一方、パンツ型の使い捨ておむつは、下着のパンツのように一
体成形され、立ったままの状態で履かせることができるものであり、１歳～３歳の幼児を
主に対象としている。
【０００３】
　一般的に、おむつはずれの時期は２歳前後であるといわれており、この時期にトイレト
レーニングを開始するのが望ましいとされている。ところが、近年の調査によれば、昼間
のおむつはずれの時期は、１９６０年には平均月齢２１．４ヶ月であったものが、２００
０年には平均月齢３０．５ヶ月と、およそ９ヶ月もおむつはずれが遅れている。このよう
に、近年の乳幼児はおむつはずれの時期が遅れており、必然的に従来よりも高月齢の幼児
が使い捨ておむつを必要とするようになっている。従って、従来は使い捨ておむつの着用
対象外であった高月齢の幼児に適合するような、サイズの大きいパンツ型使い捨ておむつ
（以下、大型おむつともいう）が求められている。
【０００４】
　一方、従来の使い捨ておむつを包装するための包装体としては、図８に示すようなもの
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がある。図８は従来のおむつ包装体の一例を示す斜視図である。この包装体９０の表面に
は、印刷部９１が設けられており、その印刷部９１の中心付近には、新生児や乳児である
着用対象者９２が、おむつ９３を露出した状態で着用している図柄が施されているものが
知られている。なお、印刷部９１には、紙オムツの商品名、おむつのサイズ、適用対象な
どの文字情報部９４、９５、９６が併せて設けられている。この包装体９０によれば、新
生児又は乳児がおむつを露出した状態で着用している図柄を配置することによって、当該
製品の内容物がおむつであることを容易に判別できる。
【０００５】
　また、下記の特許文献１には、紙おむつの販売展示システムとして、紙おむつを整列し
て収納する棚を有する定番棚を床上に設置すると共に、前記収納された紙おむつの列に対
応させて販促用マットシートを前記床に設置し、前記紙おむつに対応した販促物を前記棚
に装着することにより、下方より上方へのナビゲーション機能を持たせるシステムが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－５２５０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のように、従来の新生児や乳児向けの紙おむつにおいては、生後の月齢に応じて、
複数の商品群の紙おむつを使い分けることが行われている。一般には、比較的低月齢の乳
児を対象としたテープ型の使い捨ておむつに続いて、１歳～３歳の幼児ではパンツ型の使
い捨ておむつに移行する。したがって、その包装袋も、これらの商品群を明確に区別でき
るような表示部が要求される。
【０００８】
　この点、従来は、「・・・より大きいサイズ」「体重・・・ｋｇから・・・ｋｇ用」「
身長・・・ｃｍから・・・ｃｍ用」のように、具体的な数値や文言を文字情報部として包
装袋に印刷したり、商品群によって基調となる色を変えるなどの方法によって、これらの
製品群間の区別を行っていたが、やはり商品群間の区別が不充分なために、誤認識による
購入ミスが生じるという問題があった。
【０００９】
　特に、上記のように、更に高月齢の幼児を対象とする大型おむつにおいては、それ自身
が従来存在しなかった商品群であるために、その包装袋において従来の低月齢者用のおむ
つと明確に購入者が区別できることが求められているが、そのような大型おむつにふさわ
しい表示部を有する包装袋は検討されていない。
【００１０】
　また、特許文献１のシステムは、購入者、特に高齢者が使用する介護用の紙おむつを効
率よく販売するための誘導方法に関するものであり、上記のような、類似する紙おむつの
商品群間を区別する方法は検討されていない。
【００１１】
　本発明は、以上のような課題に鑑みてなされたものであり、高月齢者を対象としたおむ
つであることが、容易に包装袋の表示から認識でき、しかも、低コストで簡単に製造でき
る包装袋、及びそれを用いたおむつ包装体、更には、おむつ包装陳列体を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　以上のような目的を達成するために、本発明は、具体的に以下のようなものを提供する
。
【００１３】
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　（１）生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者とする、使い捨てのパンツ型のおむつを包
装するための包装袋であって、当該包装袋の表面には、一又は二以上の前記着用対象者の
図が主として表示されている対象者図表示部を備えており、当該対象者図表示部は、前記
おむつを露出した状態で着用しておらず、かつ、衣服を着用している前記着用対象者を表
示するキャラクタ部を含み、前記対象者図表示部は、前記包装袋が空の状態のときに、こ
の包装袋の上部とされるところの６０～９０％の略長方形の領域に割り当てられるととも
に、前記キャラクタ部は、前記包装袋の上下方向とされる方向に沿った中心線の付近に配
置されているおむつ用包装袋。
【００１４】
　上記（１）のおむつ用包装袋によれば、包装袋の表面には、おむつを露出した状態で着
用しておらず、かつ、衣服を着用している前記着用対象者を表示するキャラクタ部が存在
しているので、このキャラクタ部により、着用対象者が高月齢者であることが一目瞭然と
なる。したがって、他の低月齢者向けのおむつ包装体と明確に区別することができるので
、売り場で購入者が誤認識して、異なるサイズのおむつを購入してしまうことを効果的に
防止できる。なお、「包装袋の上部とされるところ」とは、未使用の空包装袋の通常の平
面状態における上方を意味し、ここで「上方」とは、キャラクタ部に表示される着用対象
者の頭部方向を意味する。
【００１５】
　また、前記キャラクタ部を前記包装袋の上下方向とされる方向に沿った中心線の付近に
配置することで、大型おむつを充填した場合にもキャラクタ部のバランスがよく、全体と
して見栄えがよい包装袋を提供できる。
【００１６】
　更に、衣服を着用している前記着用対象者を表示するキャラクタ部を含むものとしたこ
とで、例えば季節毎などに応じて衣服部分のパターンを容易に変更できる。これにより、
単に衣服部分のデザインを変更するだけで季節にあった商品を提供でき、低コストでデザ
イン変更を行うことができる。そして、この場合においても、衣服を着用しているキャラ
クタ部を含むことには変わりないので、生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者とするおむ
つ商品群と、他のおむつ商品群との区別は充分に行うことができる。
【００１７】
　また、対象者図表示部を、前記包装袋が空の状態のときに、この包装袋の上部とされる
ところの６０～９０％の略長方形の領域に割り当てることで、おむつが収容された包装体
の陳列状態における、底面部を除く面に、主として対象者図表示部が割り当てられること
になり、おむつを充填して包装体とする際に下方に折り込まれる部分には印刷表示を不要
とできる。したがって、購入者の視覚に訴える必要箇所のみに対象者図表示部を配置でき
、同時に、印刷表示領域を削減して低コストな包装袋を提供できる。
【００１８】
　更に、生後１０ヶ月以上の幼児は、文字情報の内容は認識できないものの、既に、絵柄
の要素や４色の区別が可能であることが知られている。したがって、本発明の包装袋によ
れば、着用者自身である幼児においても、生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者とするパ
ンツ型のおむつと他の紙おむつ商品群とを自ら区別できる。したがって、幼児側からも、
購入に際して意思表示を行うことができる。
【００１９】
　（２）前記着用対象者が生後３ヶ年以上６ヶ年以下である（１）記載のおむつ用包装袋
。
【００２０】
　この態様によれば、前記着用対象者が生後３ヶ年以上６ヶ年以下である場合には、上記
の絵柄の要素や４色の区別の認識に加えて、恥ずかしがりなどの情緒も形成されているこ
とから、好んで衣服を着用している商品群を支持することが考えられる。したがって、幼
児自らが本発明の包装袋により興味を示すと考えられるので、購入に際して意思表示をよ
り強く行うことができる。
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【００２１】
　（３）（１）又は（２）記載のおむつ用包装袋で前記おむつを包装してなる包装体であ
って、前記キャラクタ部は、前記包装体の陳列状態における前記包装体の正面となる位置
に配置されているおむつ包装体。
【００２２】
　上記（３）のおむつ包装体によれば、包装体の陳列状態において、キャラクタ部は包装
体の正面中央部に配置されるので、購入者の視覚に強く訴えることができ、一見して内容
物が生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者とするおむつであることを認知できる。また、
陳列した際のバランス、見栄えがよい包装体を提供できる。ここで、「包装体の正面」と
は、通常の連続した陳列状態において購入者が最も商品を認識できる面を意味し、通常は
包装体において最も面積が大きくなる面であり、商品名やキャラクタ部が最も大きく表示
される面である。
【００２３】
　（４）（３）記載のおむつ包装体を並べて複数個陳列してなる第一包装体群と、前記第
一包装体群を構成するおむつより小さいサイズの使い捨てのおむつを包装してなる第二包
装体を複数個陳列した第二包装体群と、を含む、おむつ包装陳列体であって、前記第二包
装体の表面には、一又は二以上の新生児又は乳児の図が主として表示されている第二対象
者図表示部を備えており、当該第二対象者図表示部は、前記小さいサイズのおむつを露出
した状態で着用している前記新生児又は乳児を表示する第二キャラクタ部を含み、前記第
一包装体群と前記第二包装体群とは、上下又は左右に隣接して陳列されている、おむつ包
装陳列体。
【００２４】
　上記（４）のおむつ包装陳列体は、生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者とするパンツ
型のおむつの包装体の陳列体である第一包装体群と、第一包装体群を構成するおむつより
小さいサイズの使い捨てのおむつ（以下、小型おむつともいう）の包装体の陳列体である
第二包装体群とを、上下又は左右に隣接して陳列したものである。上記のように、第一包
装体群のそれぞれの包装体表面のキャラクタ部には、おむつを露出した状態で着用してお
らず、かつ、衣服を着用した状態が表示されているので、単独の包装体でキャラクタ部の
みを見た場合には、それがおむつの包装体であるかどうか不明となる恐れがある。しかし
ながら、本発明のおむつ陳列包装体においては、この第一包装体群に隣接するように、従
来の小さいサイズのおむつを露出した状態で着用している前記新生児又は乳児を表示する
第二キャラクタ部を含む、第二包装体群が配置されている。このため、売り場において、
第一包装体群を構成する包装体が、おむつ包装体であることを明確に認識できるので、購
入者がおむつ以外の商品であると誤認識することを防止できる。
【００２５】
　（５）前記おむつ包装陳列体は、上下に複数段形成された棚に割り当てられて配置され
ている（４）記載のおむつ包装陳列体。
【００２６】
　この態様によれば、それぞれの包装体群が、上下に複数段形成された棚に割り当てられ
て配置されていることで、それぞれの包装体群の定位置を固定できるので、購入者が再度
商品を購入する際にも容易に目標の商品を認識できる。この場合、第一包装体群は、購入
者の目線に近い位置、すなわち棚の上部に配置されていることが好ましい。これにより、
より視覚に訴え易くなるので、商品群の区別がより行えるようになる。
【００２７】
＜用語の定義＞
　本明細書において「幼児」というのは、月齢で１０ヶ月以上、６ヵ年以下を意味する。
また、「使い捨て」とは、いわゆる紙オムツなどの「使い捨ての商品」として製造・販売
されているものを意味し、使用時間や耐用時間の長短は問わない。また、「パンツ型」と
は、下着のパンツのように一体成形され、立ったままの状態で履かせることができるもの
全般を意味する。
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【００２８】
　また、「陳列」とは、販売商品を、一般消費者・購買者に見えるように配置・配列する
ことを意味する。従って、例えば「販売店の棚に陳列」というときには、一般消費者が見
ることができないような位置に設置されている棚に商品が載せられているような場合には
本明細書で言う「陳列」には該当しないが、一般消費者が見ることができる位置に設置さ
れている棚に商品が載せられているような場合においては、棚に載せられている商品の配
置・配列の順序や形態を問わず、何らかの形で一般消費者の目に触れるように配置・配列
されていれば、本明細書で言う「陳列」の概念に含まれる。また、陳列には、単に商品を
積み上げたり並べただけのものも含まれ、例えば、少なくとも一面が開封された流通用段
ボール箱内に収容された状態で店頭などに並べられている状態なども含むものである。
【００２９】
　また、本明細書における「購入者」には、実際にその商品の消費をする者及び実際にそ
の商品の購入をする者のみならず、実際に消費もしくは購入を行っておらず、消費もしく
は購入の意思だけがあるという者までもが含まれる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明のおむつ用包装袋によれば、高月齢者を対象とした使い捨てのパンツ型のおむつ
であることが、容易に包装袋の表示から認識でき、しかも、包装袋を低コストで簡単に製
造することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明のおむつ包装袋の一例であって、おむつ包装袋を正面側から見た図である
。
【図２】本発明のおむつ包装袋の一例であって、おむつ包装袋を背面側から見た図である
。
【図３】本発明のおむつ包装袋の他の例であって、おむつ包装袋を正面側から見た図であ
る。
【図４】本発明のおむつ包装袋の更に他の例であって、おむつ包装袋を正面側から見た図
である。
【図５】図１のおむつ包装袋に大型おむつを充填した、本発明のおむつ包装体を示す斜視
図である。
【図６】図５のおむつ包装体を陳列した、本発明のおむつ陳列包装体の一例を示す正面図
である。
【図７】図５のおむつ包装体を陳列した、本発明のおむつ陳列包装体の他の例を示す正面
図である。
【図８】従来のおむつ包装体の一例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を用いて本発明をより詳しく説明する。なお、以下の実施形態の説明にあた
っては、同一構成要件については同一符号を付し、その説明を省略若しくは簡略化する。
【００３３】
＜おむつ用包装袋＞
　図１は、本発明のおむつ包装袋の一例であって、おむつ包装袋を正面側から見た図であ
り、図２は背面側から見た図である。この実施形態における、おむつ用包装袋３０は、図
１に示すように、全体として略長方形状をなす本体部１０と、その上部に逆Ｕ字状に取り
付けられた、一対の紐状の取っ手部２０とからなっている。
【００３４】
　本体部１０は、略長方形の表裏２枚のフィルムが重なるように配置され、更に、上辺に
は、上辺にガセット折部を形成するように、図示しない別のフィルムが挟み込まれており
、この状態で、表裏２枚のフィルムの両側辺及び上辺がヒートシールされて本体部１０が
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形成されている。また、包装袋３０の下辺はヒートシールされておらず、内容物である、
おむつを充填するための開口部１１を有している。本体部１０及び取っ手部２０は、それ
ぞれポリエチレンやポリプロピレンなどの公知のフィルム状部材からなり、両者は熱融着
によって接合されている。本体部１０の大きさは、おむつの大きさや入り数によって適宜
設定されるが、図１の状態で、横３００～５００ｍｍ、縦（高さ）２００～８００ｍｍ、
上部のガセット部５１（図５参照）は、図５のように開いた状態の幅が２００～４００ｍ
ｍであることが好ましい。
【００３５】
　図１における本体部１０の表面には、一又は二以上の前記着用対象者の図が主として表
示されている対象者図表示部２５が印刷されている。この対象者図表示部２５は、おむつ
用包装袋３０が空の状態のときに、この包装袋３０の上部の略長方形の領域に割り当てら
れている。ここで、対象者図表示部２５は、この包装袋の上部とされるところの６０～９
０％の略長方形の領域に割り当てられる。なお、この実施形態においては対象者図表示部
２５が本体部１０の上辺にかかるように印刷されているが、上辺にかからないように、３
０～１５０ｍｍの非印刷部分を設けて配置してもよい。また、図１における左右の非印刷
部分Ｗ１、Ｗ２は５～３０ｍｍ、下方の非印刷部分Ｗ３は３０～１５０ｍｍであることが
好ましい。
【００３６】
　対象者図表示部２５は、おむつを露出した状態で着用しておらず、かつ、衣服を着用し
ている着用対象者を表示するキャラクタ部１９を有している。そして、このキャラクタ部
１９は、おむつ包装袋３０の上下方向に沿った中心線の付近に配置されている。キャラク
タ部１９の着用対象者は生後１０ヶ月以上の幼児であり、生後３ヶ年以上６ヶ年以下であ
ることが好ましい。また、図１に示すキャラクタ部１９の着用対象者は男子であるが、図
３の対象者図表示部２５ａにおけるキャラクタ部１９ａに示すように女子であってもよい
。また、配置される着用対象者は必ずしも一人には限定されず、図４の対象者図表示部２
５ｂにおけるキャラクタ部１９ｂに示すように、複数の着用対象者であってもよい。
【００３７】
　このように、本発明においては、おむつの着用対象者である生後１０ヶ月以上の幼児が
衣服を着用した状態としてキャラクタ部１９を配置し、この、キャラクタ部１９を、おむ
つ包装袋３０の上下方向に沿った中心線の付近という非常に目につきやすい位置に、他の
記載に優先させて表示させることにより、一見して商品の対象者が把握されるようにして
いる。
【００３８】
　なお、本発明においては、これ以外の位置、例えば包装体の側面などにもキャラクタ部
を配置してもよい。このようにすることによって、包装された紙オムツの対象者に応じた
着用対象者を、できるだけ多くの角度から認識させることが可能となり、段積み状態で陳
列されているなどして、多くの商品が重なって陳列されるような状態となっていたとして
も、内容の誤認識による購入ミスを低減させることが可能となる。
【００３９】
　また、対象者図表示部２５には、紙オムツの商品名、おむつのサイズ、適用対象などの
文字情報を主として提供する文字情報部１２から１８が併せて設けられている。これらの
文字情報部は、本来、紙オムツは、成長の度合い応じて吸収体の量や製品の構造、製品の
厚み等が異なるが、包装袋３０で包装されたものの全体構造は殆ど同じようなものとなる
ので、相互の区別を明確にするために、その商品名や適用対象者などを印刷表示するもの
である。具体的には、商品名、会社名の他、「・・・より大きいサイズ」「体重・・・ｋ
ｇから・・・ｋｇ用」「身長・・・ｃｍから・・・ｃｍ用」「・・・枚入り」などである
が、必ずしも文字には限定されず、キャラクタ部１９以外の他のキャラクタなどの図柄で
あってもよい。なお、文字情報部１２、１７は、後述する図５のように、内容物を充填し
た際には上記のガセット部の幅に応じて包装体の側面側に表示される部分である。
【００４０】
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　おむつ包装袋３０の裏面側には、図２に示すように、図１の対象者図表示部２５にほぼ
対応する位置に印刷部４０が形成されており、上記のような紙オムツの商品名、おむつの
サイズ、適用対象などの文字情報を主として提供する文字情報や、より具体的な使用方法
を示す文字や図柄などが情報部４１から４３として印刷されている。なお、情報部４１、
４２は、内容物を充填した際には上記のガセット部の幅に応じて包装体の側面側に表示さ
れる。
【００４１】
＜おむつ包装体＞
　上記の包装袋３０の内部に、上記の大型おむつを複数枚、好ましくは１０から７０枚充
填した後、包装袋３０の下方の開口部を折り込んで密封して、図５に示すような、略直方
体状のおむつ包装体５０が得られる。
【００４２】
　ここで、図５に示すように、おむつ包装袋３０のキャラクタ部１９は、おむつ包装体５
０の陳列状態における前記包装体の正面となるような位置に配置されている。これにより
、包装体の陳列状態において、キャラクタ部は包装体の正面中央部に配置されるので、購
入者の視覚に強く訴えることができ、一見して、生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者と
するおむつであることを認知できる。また、陳列した際のバランス、見栄えがよい包装体
を提供できる。
【００４３】
　おむつ包装袋３０に収容されるおむつとしては、生後１０ヶ月以上の幼児を着用対象者
とする、使い捨てのパンツ型のおむつであれば特に限定されず、従来公知のものが用いら
れる。このようなおむつとしては、例えば、パンツ形状のおむつ本体と、このおむつ本体
に設けられ着用者の体液を吸収する吸収体と、を備えたパンツ型使い捨ておむつが例示で
きる。なかでも、着用対象者が生後３ヶ年以上６ヶ年以下である上記の大型おむつである
ことがより好ましい。この場合、大型おむつの大きさとしては、着用前の状態における胴
回り方向の寸法が１３０～２００ｍｍ、胴回り方向に垂直な方向の寸法が１８０～２５０
ｍｍであることが好ましい。
【００４４】
　上記の大型おむつの吸収体の吸水量としては従来より大きく８５０ｇ以上１０５０ｇ以
下であり、且つ、保水量は、５５０ｇ以上７１０ｇ以下であるものが好ましい。こで、「
吸水量」とは、吸収体が吸収できる最大の水量を意味し、具体的には、重さ１０ｋｇの荷
重が加わっても保持できる水量である。また、本発明でいう「保水量」とは、吸収体が吸
収した水分を保持できる最大の水量を意味し、具体的には、７５Ｇで脱水した場合であっ
ても保持できる水量である。
【００４５】
＜おむつ陳列包装体＞
　図６は、本発明の陳列包装体の一例を示す図であり、上記のおむつ包装体５０を、棚１
００に陳列した状態が示されている。図６においては、棚１００は、棚板１１０、１２０
、１３０で複数段（本例では３段）に分割されている。そして、商品としての紙おむつは
、それぞれの棚に対して行（横）列（縦）形式に整理されて収納されると共に、タイプや
形、昼夜、対象者、素材等を区別されて収納されている。
【００４６】
　棚１００には、これ以外に、収納された紙おむつの列に対応した床面に、紙おむつのタ
イプ、特徴、対象者の表示がなされた販促用マットシートなどが設置されていてもよく、
棚の各段の前面に表示がなされた長尺状のレール販促物が設けられていてもよく、各段の
紙おむつのタイプ、対象者の異なる境界位置や端部には間仕切りが介挿されていてもよい
。
【００４７】
　図６においては、おむつ包装体５０を並べて複数個陳列してなる第一包装体群５００が
形成されている。図６においては前面に３つのおむつ包装体５０が陳列されているが、図
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示しない奥行き方向にも同じおむつ包装体５０が陳列されている。したがって、第一包装
体群５００は正面から見て一つであって奥行き方向のみに陳列されていてもよい。
【００４８】
　前記第一包装体群５００の左側には、第一包装体群５００を構成するおむつより小さい
サイズの使い捨てのおむつ（小型おむつ）を包装してなる第二包装体９０を複数個陳列し
た第二包装体群９００が陳列されている。ここで、第二包装体９０は、上記従来技術にお
いて示した図８の包装体９０と同じであり、包装体９０の表面には、印刷部９１が設けら
れており、その印刷部９１の中心付近には、新生児や乳児である着用対象者９２が、おむ
つ９３を露出した状態で着用している図柄が施されている。
【００４９】
　このように、第一包装体群５００と第二包装体群９００とを左右に隣接して陳列するこ
とにより、商品を購入しようとする者に対して、商品がどのように区分けして販売されて
いるかを理解せしめると共に、一般消費者をして、包装された紙オムツの対象者が「生後
１０ヶ月以上の幼児」であることを一見して把握させるようにすることが可能となる。ま
た、第一包装体群５００のおむつ包装体５０は、大型おむつであるために、その外寸が包
装体９０に比べて若干大きい。この大きさの差異によるサイズインプレッションによって
も、第一包装体群５００をより認識し易くなる。
【００５０】
　すなわち、第一包装体群５００のそれぞれの包装体表面のキャラクタ部は、おむつを露
出した状態で着用しておらず、かつ、衣服を着用した状態が表示されているので、単独の
包装体５０でキャラクタ部のみを見た場合には、それがおむつの包装体であるかどうか不
明となる恐れがある。しかしながら、このおむつ陳列包装体においては、この第一包装体
群５００に隣接するように、従来の小さいサイズのおむつを露出した状態で着用している
前記新生児又は乳児を表示する第二キャラクタ部を含む、第二包装体群９００が配置され
ている。このため、売り場においては、隣におむつを着用した表示のある第二包装体群９
００があることで、第一包装体群５００を構成する包装体が、おむつ包装体であることを
明確に認識でき、購入者がおむつ以外の商品であると誤認識することを防止できるのであ
る。また同時に、第二包装体群９００の表示と比較することにより、第一包装体群５００
の着用対象者は高月齢であることも一目瞭然であるので、着用対象者を明確に理解でき、
陳列された商品群の中から目的とする商品が直ちに見出されることとなる。
【００５１】
　なお、第一包装体群５００と第二包装体群９００との関係は、図６のような左右に隣接
して陳列する場合だけでなく、図７のように、上下の棚板１１０と１２０とで隣接して陳
列されていてもよい。
【００５２】
　また、第一包装体群５００と第二包装体群９００とが隣接するように陳列していれば、
その他の陳列順序も併せて設定可能であり、例えば、成長段階に応じて順に配列してもよ
く、春夏や秋冬といった季節に応じて配列してもよく、よく売れる順に配列してもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　本体部
　１１　開口部
　１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８　文字情報部
　１９、１９ａ、１９ｂ　キャラクタ部
　２０　取っ手部
　２５、２５ａ、２５ｂ　対象者図表示部
　３０　おむつ包装袋
　４０　印刷部
　４１、４２、４３　情報部
　５０　おむつ包装体
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　５１　ガセット部
　９０　第二包装体
　１００　棚
　１１０、１２０、１３０　棚板
　５００　第一包装袋群
　９００　弟二包装袋群
　Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３　非印刷部分

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(12) JP 5261551 B2 2013.8.14

【図７】 【図８】
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